
体育活動・コロナ感染予防対策等 実践事例 

 

 

 

 

 

○活動・取組の概要 

 雨天時でも体を動かして楽しめるようなティーバッティングゲームです。体育館で行うため、ソフト

ボールやゴムボールではなく、バドミントンのシャトルや軍手ボールを使用します。シャトルはボール

よりも小さく、バットでしっかりと芯を捉えないと飛距離が出ないため、高学年のソフトボールにつな

がる練習にもなります。バットで打つのが難しい場合には、テニスラケットを使用します。 

 

○準備 （場が２つの場合） 

 バット×２ またはテニスラケット        シャトル×２ または軍手ボール 

 ティーボールベース×２             コーン×６(３色×２) 

 得点版×２                   ビブス×チーム数 

 

○活動・取組の方法 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【行い方】 

・近いところから１点、２点、３点と点数が異なり、打者は打球と守備を見て回るコーンを選ぶ。 

・守備は、シャトルを捕った児童の所に縦に並んで座る。打者がそれよりも速くティーボールベースの

ラインにたどりつけばセーフとなり、回ったコーンの点が入る。 

・ライン上にはお互いのチームから１人ずつ審判を出し、異なる判定になった場合にはじゃんけんで勝

ったほうの判定に従う。 

・安全面から１点コーンより前に守備は立たない。１点コーンから２点コーンの間、２点コーンから３

点コーンの間、３点コーンより後ろとスペースを３つに分けて、それぞれ人数制限を設けることで役

割を考えさせる。 

雨の日でも楽しい ティーバッティング 
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